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図の操作と数学的な考え方をつなぐ
算数科の授業づくり
~第3学年 r1けたをかけるかけ算の筆算」の授業実践を通して~
姫井章孝*
一-研究の要約・
算数科の授業では，算数的活動を充実し，数量や図形について実感的に理解し豊かな感
覚を育てながら，基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させることを目指しており，
具体物を用いて数量や図形についての意味を理解する活動，知識・技能を実際の場面で活
用する活動，問題解決の方法を考え説明する活動といった算数的活動を取り入れて，数学
的な考え方を伸ばす授業が重視されている。
しかし，実際の授業では，具体物の操作を行わずに計算の技能の習熟を図ったり，考え
を説明する活動が保障されていないなど，算数的活動が必ずしも十分に行われていない授
業が見られるといった課題が挙げられる。
そこで，本研究では，図の操作と数学的な考え方をつなぐためには，どのような工夫を
していけばよいのか，第3学年 r1けたをかけるかけ算の筆算」の実践を通して追究して
いきたい。
key-words:図の操作，数学的な考え方，図の操作と数学的な考え方をつなぐ
1 研究のねらい
中央教育審議会答申では，算数科の授業改善
について， r算数的活動を充実し，数量や図形に
ついて実感的に理解し豊かな感覚を育てながら，
基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させ
るとともに，数学的な思考力・表現力を高める
ことや学んで身に付けた算数を生活や学習に活
用すること」と述べられている。
しかし，実際の授業では，具体物の操作を行
わずに計算の技能の習熟を図ったりするなど，
算数的活動が必ずしも十分に行われていない授
業が見られるといった課題が挙げられる。
そこで，本実践では，アレイ図を操作すると
いった「図の操作Jと12X4の計算を 10と
2に分けて考え，位ごとに計算する「十進位取
記数法」の考え方をつなぐためには，どのよう
な指導の工夫をすればよいのかを，第3学年 r1 
けたをかけるかけ算の筆算」の実践を通して明
*岡山大学教育学部附属小学校
らかにしていきたい。
2 研究の内容
本実践における「図の操作」とは，アレイ図
に線を書き込み，数をまとまりで表すことで，
12X4の計算の仕方を考える際に， 1 2を1
0と2に分けて計算するための操作のことであ
る。また，本実践における「数学的な考え方」
とは， 1 2を10と2に分けて考え，位ごとに
計算する「十進位取記数法」の考え方のことで
ある。
「図の操作と数学的な考え方をつなぐ」とは，
アレイ図を用いた操作のことで， 1 2 x 4の計
算の仕方をどのように考えたかがわかるように，
式や言葉に表したものを，図と結び付けて考え
ることである。
以上のような「図の操作と数学的な考え方を
つなぐ」ために， 1 2 x 4の計算の仕方をアレ
イ図で考えたり，図に書き込んだ 12 x 4の計
算の仕方を友達に説明したりすることで，操作
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と言葉，式を結び付ける算数的活動に重点を置
いた指導を提案したし、。
3 r図の操作と数学的な考え方をつなぐ」た
めの指導の工夫
本実践にあたり， r図の操作と数学的な考え方
をつなぐJために，次のような指導の工夫を考
えた。
①アレイ図を使って考える活動の工夫
12X4の計算の仕方を考える際には，ア
レイ図を使って考える活動を取り入れること
で， 1 2をいくつといくつに分けて，既習の
かけ算を活用すればよいことに気付きゃすく
する。
②アレイ図と式，言葉を対応させて説明させる
工夫
12X4， 13x4の計算の仕方について
話し合う際にはアレイ図と式，言葉を対応さ
せて考えを説明できるようにし，いろいろな
考えを比較検討させてどの考えがよりよい考
えなのかを話し合わせるようにすることで，
1 2を10と2に分けて考えるよさに気付き
やすくする。
③ベアト}クの工夫
一人一人の考えがもてたところで，ベアの
友達と 12 x 4の計算の仕方を話し合う活動
を設定し， 1 2を何と何に分けて考えたのか
が書き込まれたアレイ図をもとにして計算の
仕方を式や言葉で伝えたり，取り入れたりし
やすくする。
@坂奮の整理の仕方
アレイ図を使った操作や， 1 2 x 4の計算
の仕方の言葉や式を線で結び付けたり，アレ
イ図の操作と式の表し方との共通点をチョー
クの色分けで示したり整理したりすることで
考えのよさを見いだしやすくする。
4 授業の実際
(1 )単元名
3年 r1けたをかけるかけ算の筆算」
(2)単元の目標
o (2， 3桁)x (1桁)の計算の仕方を考えよ
うとする。筆算や暗算のよさに気付くことが
できる。(算数への関心・意欲・態度)
o (何十，何百)x ( 1桁)の計算の仕方を 10 
や 100を単位として考えることができる。
(2， 3桁)x (1桁)の筆算の仕方を，数のし
くみや計算のきまりをもとに考えることがで
きる。(数学的な考え方)
o (2， 3桁)X ( 1桁)の計算を筆算や暗算で
できる。(数量や図形についての技能)
o (2， 3桁)X (1桁)の計算の仕方を理解し
ている。(数量や図形についての知識・理解)
(3)単元構想(全12時間)
第一次何十・何百のかけ算をする。
第1時 (何十・何百) X (1桁)のかけ算
を10や 100を単位にして計算する。
第二次 (2桁) X (1桁)の筆算の仕方を考
える。
第 1時 (2桁) X (1桁)の計算の仕方を
考える。 【本時I
第2時繰り上がりのない (2桁)X (1桁)
の筆算の仕方を考える。
第3時ーの位に繰り上がりがある (2桁)
X (1桁)の筆算の仕方を考える。
第4時十の位に繰り上がりがある (2桁)
X (1桁)の筆算の仕方を考える。
第5時繰り上がりが2回ある (2桁)X (1 
桁)の筆算の仕方を考える。
第6時 (2桁) X (1桁)の筆算の習熟を
図る。
第三次 (3桁) X (1桁)の筆算の仕方を考
える。
第 1時 (3桁) X (1桁)の筆算の仕方を
考える。
第2時繰り上がりが3回ある (3桁)X (1 
桁)の筆算の仕方を考える。
第3時空位のある(3桁) X (1桁)の筆
算の仕方を考える。
第4時 (3桁) X (1桁)の筆算の習熟を
図る。
第四次 (2桁) X (1桁)の暗算をする。
第 1時 (2桁) X (1桁)の暗算をする。
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(4)本時の目標
12X4の計算の仕方を， 1 0といくつに分
けて計算すればよいことを見いだし，説明する
ことができる。(数学的な考え方)
(5)本時の展開
【学習活動11
問題をとらえ，本時のめあてをつかむ。
授業の導入場面において r1ふくろ口こ入り
のあめが4ふくろあります。あめは全部で何こ
ありますか」といった条件不足の問題を提示し
た。子どもは「あめの数が何こかわからないか
ら，問題を解くことができないよJと諮ってき
た。ここで「口に入る数がどんな数だったら習
った計算が使えるかな」と問いかけると，様々
な反応が返ってきた。その中から，既習の計算
である r2X4J r6X4J r10X4Jを順々
に取り上げていった。
T (r 1ふくろ口こ入りのあめが4ふくろあり
ます。あめは全部で何こありますかJといっ
た条件不足で問題を提示した)
T あめの数は全部で何個になりそうですか。
C あめの数が何こかわからなし、から，問題を
解くことができないよ。
T 口に入る数がどんな数だったら習った計算
が使えますか。
c r 2Jです。
c r 1 0 Jです。
T では，あめの数が2このとき，袋の中の様
子がどうなっているか見てみましょう。 (2の
4つ分を表すアレイ図を提示した)
どんな式になりますか。
C 2 X 4です。
C ぼくも， 2 X 4になりました。わけは， 1 
ふくろ2こ入りのあめが4つ分あるからです。
T なるほど。この図でいうと，どこのことか
な。
C (2この・を指で示しながら) 2このま
とまりが， 4つ分あるから， 2 X 4になりま
す。
T 図を使っても説明することができましたね。
口に入る数が r6 Jのときは，どんな式に
なりますか。
C 6X4です。わけは， 6こ入りのあめが4
つ分あるからです。
T (6の4つ分を表すアレイ図を示して)こ
の図でいうとどこのことかな。
C (6この・を指で示しながら) 6このまと
まりが. 4つ分あるから 6X4になります。
T 6X4のときもこの図を使って説明するこ
とができたね。
T では，口に入る数が r1 0 Jのときは，ど
んな式になりますか。
C 10X4です。 10こ入りのあめが4つ分
あるからです。
C 図でも説明できます。
C (1 0この・を指で示しながら) 1 0この
まとまりが， 4つ分あるから 10 X 4になり
ます。
【式と図をつなげて鋭明する子どもの綴子1
ただ計算式だけで，答えを求めさせるのでは
なく. r2X4Jをアレイ図と対応させて，「2
このあめが4つ分あるから 2X4で答えは8に
なりますj といったように，式と図を対応させ
て説明させるようにした。
同じように r6X4J. rl0X4Jを取り上
げていき，ここで初めてかけられる数が何十何
といった r12X4Jに出会わせた。
T では，あめの数が 12このときは，どんな
式になりますか。
C 12X4です。わけは. 1 2こ入りのあめ
が4つ分あるからです。
T この式をみてごらん。今までの式と比べて，
難しいところはどこですか。
C 10より大きい数のかけ算は，初めてだか
?????
ら難しそうです。
C でも習ったかけ算を使えば， 1 2 x 4みた
いな計算もできそうだよ。
C この図を使って考えればできそうだよ。
このようにして，子どもは r1 2 x 4の計算
の仕方を図を使って考えて説明しようJという
本時のめあてをつかむことができた。
【学習活動2) 
12X4の計算の仕方を考える。
【指導方法の工夫①1
12X4の計算の仕方を考える際には，ア
レイ図を使って考える活動を取り入れること
で， 1 2をいくつといくつに分けて，既習の
かけ算を活用すればよいことに気付きやすく
する。
•••••• •  •  •  •• •  •  •• •  •  
【12X4の計算の仕方を図を使って考えるワークシート1
子どもには，上の図のような 12 x 4のアレ
イ図がかかれたワークシートを配布した。
1 2この.は， l?lJに配置するのではなく，
2列に配置した。このように配置した理由は，
以下の2つである。
① 数をまとまりとしてとらえさせるためであ
る。ぱっと見たときに縦に12この.が並ん
でいるよりも， 2列に配置しておいたほうが
1 2という数をとらえやすい。
② 1 2という数の分け方をある程度限定させ
ることができるからである。この授業でのね
らいは，多様な考えを引き出すことではなく，
1 2という数を r1 0といくつに分けて計算
するよさJをとらえさせることである。その
観点からも，この配置が望ましい。
1 2 x 4の計算の仕方を考える際には，まず
一人一人が習ったかけ算の計算を使えるように，
線を引し、て 12をいくつといくつに分けたか，
わかるようにした。
~に，できた図は，どのような式になるのか
を考えさせるようにした。そして，図と言葉を
つなげて説明したり，順序立てて説明すること
ができるようにした。
また，机間指導では次の点に留意した。
考えがもちにくい子どもには， r 12を何
と何に分けられそうか」と既習を想起させ
る助言をしたり， r図をどこで区切れば，習
ったかけ算が使えそうかJと投げかけたり
して， 1 2 x 4の計算の仕方を考えさせる
ようにした。
答えが明らかになった子どもには， r 6x 
4という式は，図でいうとどこのことかな」
「どういう順序で計算したのか，説明でき
るように準備してごらん」と助言した。
以上のような指導により，子どもは，ワーク
シートに次のような計算の仕方の説明を書くこ
とができた。
1 2 x 4の計算の仕方を考える場面では，ア
レイ図がかかれたワ}クシートを使って，計算
の仕方を考えた。どのように考えたかを，式だ
けで示すのではなく，図と結び付けた説明がで
きるようにした。そうすることで， r 1 2という
数は10と2に分けられる」といった根拠をも
とにして，計算の仕方を式と図で表現し， rまず，
1 2を10と2に分けます。次に， 1 0が4つ
分あるので， lOX4=40o 2が4つ分ある
ので， 2x4=8。最後に， 40と8をあわせ
て48になります」といった筋道立てた説明さ
[ 1 2を10と2に分ける子どもの様子1
? ???
なげるようにしていきたいと考えた。
[学習活動3]
12X4の計算の仕方をアレイ図を使って話
し合う。
[指導方法の工夫②1
12X4，13X4の計算の仕方について
話し合う際にはアレイ図と式，言葉を対応さ
せて考えを説明できるようにし，いろいろな
考えを比較検討させてどの考えがよりよい考
えなのかを話し合わせるようにすることで，
1 2を10と2に分けて考えるよさに気付き
やすくする。
一人ひとりが考えをもてたところで，席が隣
同士のベアの友達と話し合う活動を設定した。
その際には，図を示しながら，式と言葉をつ
なげて計算の仕方を伝えるようにした。計算の
仕方を話し合う場面では，アレイ図の操作や式，
言葉を使って一つ一つの考えがわかるまで話し
あわせるようにした。
[指導方法の工夫@]
一人一人の考えがもてたところで，ベアの
友達と 12X4の計算の仕方を話し合う活動
を設定し， 1 2を何と何に分けて考えたのか
が書き込まれたアレイ図をもとにして計算の
仕方を式や言葉で伝えたり，取り入れたりし
やすくする。
[ 1 2 x 4の併算の仕方をペアで話し合う子どもの様子l
ただ単に，式だけで答えを求めるのではなく，
アレイ図の操作と式， 式と言葉をつないで，r 6
X4の6は，図でいうと 12を6と6に分けた
6のことですj といったように，計算の仕方を
話し合わせるようにした。そうすることで，計
算の仕方をより確かにすることができていた。
そして，話し合いの際には， r 1 0といくつに
分けて考えると計算しやすい」といったことを
とらえやすくするために， r 12を8と4に分け
るJr 1 2を6と6に分けるJr 1 2を10と2
に分けるJといった考えの順番に，意図的に取
り上げるようにした。
T 1 2をまず，何と何に分けましたか。
C 私は， 1 2を8と4に分けました。
T どんな式になるのかな。
C まず， 8X4=32。次に， 4X4=16。
最後に， 32+16=48。答えは， 48僧
です。
T (8X4=32 4x4=16 
32+16=48 と板書する。)
C ぼくは，この図を使って説明します。
まず，分けた線の上側は， 8の4つ分だから，
8X4=32になります。次に，下側は， 4 
の4つ分だから， 4X4=16になります。
儀後に，上側の 32個と下側の 16個をあわ
せるから， 32+16=48になります。答
えは， 48個です。
T 式と図をきちんとつなげて説明することが
できましたね。
[ 1 2を8と4に分けて計算する仕方を
説明する子どもの傑子]
C ぼくは， 1 2を6と6に分けました。
C 6x4=24o 6X4=24o 24+24 
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=48。答えは， 48個です。
C この図を使って説明します。
まず，分けた線の上側は， 8の4つ分だか
ら， 8X4=32になります。次に，下側は，
4の4つ分だから， 4X4=16になります。
最後に，上側の 32個と下側の 16個をあわ
せるから， 32+16=48になります。答
えは， 48個です。
C 私も， 1 2を6と6に分けたけど，式が少
し違います。 12を6と6に分けると， 6が
8こ分できます。 6の8こ分だから，式は6
X8になります。答えは， 48個です。
T なるほど， 1 2を6と6に分ける計算の仕
方でも，答えを求めることができるんだね。
6と6に分けて針惇する
説明する子どもの嫌子1
T まだ，他にも計算の仕方があるみたいだね。
C 私は， 1 2を10と2に分けて許算しまし
た。
C 式は， 10x4=40o 2x4=8o 40 
+8=48。答えは， 48個になりました。
T この考え方も，図を使って説明できますか。
C まず，分けた線の上側は， 1 0の4つ分だ
から， 10x4=40になります。次に，下
側は， 2の4つ分だから， 2x4=8になり
ます。最後に， 40と8をあわせるから， 4 
0+8=48になります。
【指導方法の工夫④】
アレイ図を使った操作や， 1 2 X 4の計算
の仕方の言葉や式を線で結び付けたり，アレ
イ図の操作と式の表し方との共通点をチョー
クの色分けで示したり整理したりすることで
考えのよさを見いだしゃすくする。
(1 2をいくつといくつに分けて併算するか
を比較した板書の織子]
1 2 x 4の計算の仕方の考えが板書に位置付
いたところで， rどの考え方がよさそうか」と問
いかけた。すると，考え 1，考え2はどちらも
習ったかけ算九九を使って答えを求めることが
できるといった既習事項の活用のよさをとらえ
ることができた。考え3については， r 1 0かけ
るいくつの計算は，きりのいい数だから計算し
やすいよ」といった意見がでてきた。
ここでは，どの考えについてもそれぞれのよ
さがあり優劣がつけ難い。そこで「実は，あの
図には続きがあるんだよ」といって最初に示し
たアレイ図の続きを見せ， 1 3 x 4と黒板に板
書した。
T 13x4のような計算のときは，どの考え
を使って計算をしてみたいですか。
C ぼくは，考え2のやり方でやってみたいけ
ど，同じ数ずつには分けられないぞ。
C かけられる数が 13のときも，考え3みた
いに 10と3に分けるやり方でできそうだよ。
このように，考えのよさがはっきりしていな
い場合には， 1 3 x 4といった適用題を考えさ
せることで， rやっぱり 10と3に分けるやり方
は，計算しやすいJといった考えのよさを導き
出すことができると考えた。
この後，子どもは配布されたアレイ図に 13 
x4の計算の仕方を考えて，説明を書きこんで
いった。子どもは， r 1 2が13に変わっても，
やっぱり 10といくつに分けて計算する考え方
は使えたねJと語っていた。
[学習活動4)
本時のまとめをする。
?
T 今日の勉強で，みんなはどんなことがはっ
きりしたのかな?
った 10といくつに分けて計算すると，計算し
やすいJr12x4のときも， 13x4のときも，
1 0といくつに分けて計算する考え方は，いつ
でも使えそうだJなど，習ったことを活用して
計算するよさに気付いたり，友達と考えを伝え
合うことのよさに気付いたりすることができた。
C 1 2 x4のような計算の仕方は，習った 1
0といくつに分けて計算する方法がかんたん
で計算しやすかったです。
C 10といくつに分けて計算する考え方は，
13X4のときにも使えたので，いつでも使
えるところがいいなと思いました。
このように，子どもはアレイ図を操作する中
で，あめの数が変わって 13 x 4になっても，
授業後の振り返りの言葉より，子どもは， r習
1 0といくつに分けて計算する考えのよさに気
付いていった。
(6) 本時案 (第二次第1時)
本時の目標
っかむ。
{問緬)Iふ〈ろロニ入りの
あめが4ゐ〈ろあります.あ
めは全郎で何こありますか
めあて
2 12X4の計
算の仕方を考え
る。
o 12x4の計算の仕方を， 10といくつに分けて計算すればよいことを見い
だし，説明することができる。(数学的な考え方)
本時における指導法の工夫
1 (1) 条件不足の問題を提示し，口の中にいろいろな数を入れていく中で
初めて被乗数が何十何という数に出会わせることで， rどのように計算
すればよいのかな」という疑問をもちやすくする。
(2) 1 2 x 4と立式したところで，被乗数が10までのかけ算はわかるが
被乗数が何十何のかけ算の仕方はわからないことを明らかにさせるこ
とで，習ったことを使って計算の仕方を考えるという学習の見通しを
もちやすくする。
12x4の計算の仕方を，図を使って考えてせっ明しよう
2 (1) アレイ図がかかれたワークシートをもとに，計算の仕方を説明する
活動にすることで，既習の知識をもとに考えやすくする。
(2) 既習のかけ算をどのように使ったのかをノートに図や式などで書く
活動にすることで，解決方法を表しやすくする。
予想される子どもの考え
(考え1)12を4と8に分ける (考え2)12を6と6に分ける (考え3)12を10と2に分ける
4x4=16 8x4=32 6x4=24 6x4=24 10x4=40 2 x4=8 
16+32=48 48こ 24+24=48 48こ 40+8=48 48こ
3 12x4の計 I3 (1) 席の隣の友達同土のベアで自分の考えを説明し合う活動を取り入れ
算の仕方を話し | ることで，自分の考えを確認したり友達の考えを取り入れたりしやす
合う。 I くする。
(2) アレイ図の操作や式，言葉などを使って 1つ1つの考えがよくわか
るまで話し合うようにすることで，自分の考えを友達に伝えやすくす
る。
(3) アレイ図の操作や式と図を線で結び付けたり，考えの共通点をチョ
ークの色分けで示したり，整理したりすることで，考えのよさを見い
だしやすくする。
予想される子どもの反応
一36-
|C1 10より…叫は 10としくつにー…だね
|C2 1…O叫山………とυ し川……く付仇一つ吠吋に防分一 い…O…×刈山4付と 2X刈…4ω一の
Cl やつぱり. 10といくつに分ける方法は，いつでも使えるね。
(4) 1 3 X 4の計算の仕方を考える活動にすることで. 1 0といくつに
分けて計算する考えのよさに気付きゃすくする。
4 本時のまとめ 14 授業の終末で考えを見いだした経緯をノートに書かせ.rどのように計
をする。 1 算したらはっきりしたのかjを明確にする助言や称揚をすることで. 10 
といくつに分けて考えるよさを明らかにしやすくする。
r一一一一一一一叩wvw、 本時の目標から見た評価基準 切…~明日つ
j・12X4などの計算の住方を. 1 0のまとまりといくつに分けて計算する方法を，図を使j
j って考え，説明することができる。(量学的な考え方)l 
日~、町内~、..vw、~旬~、~一一 一
I第二次第1時本実践の板番】
② アレイ図と式，言葉を対応させて説明させ
る工夫
12X4の計算の仕方について話し合う際
に，アレイ図と式，言葉を対応させて考えを
説明できるようにした。さらに. 1 3 X 4の
場合も取り上げて，いろいろな考えを比較検
討させてどの考えがよりよい考えなのかを話
し合わせるようにした。どちらの計算も. 1 
0のまとまりとぱらの 1に分けて考えると，
数をまとまりとして考えて，簡単に計算でき
るといったよさをとらえることができていた。
5 結果と考察
図の操作と数学的な考え方をつなぐためには，
どのような工夫をすればよいのかを明らかにす
るために，第3学年 r1けたをかけるかけ算の
筆算Jの実践を通して考察した。
① アレイ図を使って考える活動の工夫
1 2 X 4の計算の仕方を考える際に，アレ
イ図を使って考える活動にした。 12を何と
何に分けたかをアレイ図に書き込むことで，
数をまとまりとしてとらえ. 1 0と2.8と
4. 6と6といった既習のかけ算を活用すれ
ばよいことに気付くことができていた。また，
アレイ図に書き込むことで，数の操作だけで
計算するときよりも，計算の仕方を明確にす
ることができていた。
③ ベアトークの工夫
一人一人の考えがもてたところで，ベアの
友達と 12X4の計算の仕方を話し合う活動
を設定した。アレイ図に表した計算の仕方を
もとに，式と言葉を結び付けながら，計算の
? ， ，?
仕方について話し合う姿が見られた。
ここでも，式と言葉だけでなく，アレイ図
を用いることで，図の操作と計算の仕方を説
明するために効果的であったと考えられた。
④極書の整理の仕方
アレイ図を使った操作や， 1 2 x 4の計算
の仕方の言葉や式を線で結び付けたり，アレ
イ図の操作と式の表し方との共通点をチョー
クの色分けで示したり整理したりした。
1 2を8と4や， 6と6，10といくつに
分けていく中で， 1 0とし、くつにわけで計算
するよさを見いだすことができていた。
上記の観点から， 1 2 x 4の計算の仕方をア
レイ図に書き込んで，数のまとまりをつくって
考えたり，図の操作と式や言葉を結び付けて説
明したりする授業は，考えのよさをより明確に
できたといった理由から効果的であったと考え
られる。
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